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摘
作
を
制
限
さ
れ
て

い
た
北
海
道

北
海
道
は
質
壁
と
も
に
日
本
最
大

の
コ
メ
の
産
地
で
す
。
数
量
の
う
ち

水
出
の
面
積
は
断
然

一
位
で
、
日
本

の
水
田
の
九
％
が
適
内
に
存
在
し
、

二
位
で
六
％
の
新
渇
の

一　
五
倍
に

も
な
り
ま
す
。
コ
メ
の
生
産
は
残
念

な
が
ら
饉
差
の
二
位
で
す
が
、
二
〇

一
一
年
に
は
堂
々
の

一
位
と
な
り
話

題
に
な
り
ま
し
た
。
面
積
が
広
大
だ

か
ら
当
然
と
想
像
さ
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
寒
冷
な
北
方
の
大
地
で

は
東
北
以
南
ほ
ど
生
育
条
件
は
良
好

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
こ
れ
は
快

挙
と
い
う
ほ
ど
の
収
穫
で
す
。

品
質
に
つ
い
て
は
日
本
穀
物
検
定

協
会
が
毎
年

一
五
〇
種
程
度
の
コ
メ

の
食
味
試
験
を
し
て
五
種
の
格
付
け

を
し
て
い
ま
す
、〉
最
高
は

「
特
Ａ
」

と
い
う
評
価
で
す
が
、
昨
年
は
全
国

で
四
三
の
品
種
が
違
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
最
多
は
全
国
各
地
で
哉
培
さ
れ

る

「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
で
す
が
、
北
海

道
か
ら
は

「
ゆ
め
び
り
か
」
と

「
な

な
つ
ぼ
し
」
の
二
種
が

「特
Ａ
」
に

進
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
北
海

道
立
総
合
研
究
機
構
傘
下
の
各
地
の

農
業
試
験
場
が
長
年
の
努
力
に
よ
つ

て
風
土
に
適
合
し
た
品
種
を
育
成
し

て
き
た
成
果
で
す
。

最
近
で
こ
そ
、
北
海
道
は
コ
メ
の

産
地
と
し
て
有
名
で
す
が
、
明
治
初

期
に
開
拓
が
開
始
さ
れ
た
時
代
に
は
、

進
内
で
コ
メ
を
栽
培
す
る
こ
と
は
制

約
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。　
Ｔ
八
七
六

年
に
開
校
さ
れ
た
札
幌
農
学
校
と
い

う
と

「
ボ
ー
イ
ズ

・
ピ
ー

・
ア

ン
ピ

シ

ャ
ス
」

の
言
葉

で
有
名

な
初
代
教

頭

Ｗ

・
Ｓ

・
ク

ラ
ー

ク

（国

ｌ
）
が

連
想

さ
れ
ま
す

が
、
そ

の
設
立

の
提

言
を
し
た

の
は
、
関
拓
長
官
黒

田
清

隆

の
懇
請

に
よ

つ
て
ア

メ
リ
カ
政
府

の
農
務
局
長
を
辞
任
し

て

一
人
七

一

年

に
来

＝
し
た
ホ
ー

レ

ス

・
ケ
プ

ロ

ン

（図
２
）
で
し
た
。

ケ
プ

ロ
ン
は

二
人

の
部

下
と
秘

ｉｌｌ

を
同
通

し
、
九

四
年

間

の
Ｈ
本
滞
在

の
期

間

に
道

内

を

三

日
も

踏
■

し
、

札
幌
を
首
都
と
す

る

こ
と
を
は
じ
め
、

道
路
計

画
、
鉄
道
計
画
、
農
業
、
牧

畜
、
水
産
、
教
育

な
ど
様

々
な
分
野

に

つ
い
て
提
言

し

て

い
ま
す
。
部

下

の

一
人

で
あ

る
Ｔ

・
ア
ン
チ
セ

ル
は

石
狩

地
方
を
調
査

し

て
、
絶
漑

に
利

用
す

る
河
水

が
寒
冷

の
た

め
稲
作

は

無
理

で
あ
り
、
麦
作
と
牧
畜
を
中
心

と
す

る
北
米
と
同
様

の
農
業
を
提
案

し
、

ケ
プ

ロ
ン
や
ク

ラ
ー
ク
も
賛
成

し
、
報
作
が
制
約
さ
れ
た

の
で
す
。

北
海
道
へ
定
住
し
た

中
山
久
蔵

明
治
時
代

に
な

っ
て
報
作
は
禁
止

の
よ
う

な

状
態

に
な

り
ま

し
た

が
、

そ
れ
以
前

か
ら
道
内

の

一
部

で
は

コ

メ
が
裁
培

さ
れ

て

い
ま
し
た
。
最
初

の
教
培

に

つ
い
て
は
諸
説

が
存

在
し

ま
す

が
、

い
ず

れ
も
松
前
藩

が
蝦
夷

地
を
支

配
し

て

い
た

一
七
世
紀
後
半

に
箱
館
近
郊

の
人
野
盆
地

で
水

田
開

拓

が
実
施

さ
れ

て

い
た
と
さ
れ
、
そ

の

一
角

に

一
北
海
道
水

出
発
祥
之
地
」

と
記
載

さ
れ
た
石
碑

が
建
立
さ
れ

て

い
ま
す
。

そ
れ
以
外

に
も
、
幕
末

に

は
石
狩

平
野

の
琴
似

や
篠
路

で
も
水

田
開
発
が
実
施
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

そ
れ
ら

の
先
人

の
な

か
で
も
後
世

の
稲
作

に
多

人

の
影
帯
を
も
た

ら
し

た
人
物
が
今

回
紹
介
す

る
中
山
久
蔵

で
す
．
久
歳

は

一
へ
二
八
年

に
河
内

国
春

＝
付

（大
阪
府
太
子

町

）
に
松

村

三
右
衛
円

の
次
男
と
し

て
誕
生

し

ま

し
た
。
生
来
、
好
奇

の
精
神

が
旺

盛

で
、　
一
人
歳

に
な

っ
た
と
き

に
無

断

で
出
奔

し
、
江
戸
、
大
阪
、
仙
台

な
ど
諸

国
を
巡
回
し

て

い
ま
し
た
が
、

仙
台

で
伊
達
藩
士
片
倉

英
馬

の
従
者

と
な
り
、　
Ｔ
八
五
五
年

に
は
蝦
夷
地

に
渡

航
し
、

そ
れ
以
後
、
何

国
か
仙

台
と
道
内

，
日
老
を
往
復
す

る
生
活

を
し
て

い
ま
す
。

当
時
、
報
夷

地
は
北
方

か
ら

の
侵

略

の
危
険

が
予
想
さ
れ

て

い
た
時
期

で
あ
り
、
渡
航

は
厳
格

に
管

理
さ
れ

て

い
ま
し
た
，
幕
末

に
蛾
売
地
を
六

度
も
探
検

し
た
松
浦
武

四
郎
も
最
初

の
探
検

の
と
き
は
商
人

の
下
僕

に
偽

装
し

て
、

よ
う

や
く
渡
航

で
き
た

ほ

ど

で
し
た
。

し
か
し
、
伊
達
藩

は
白

老

か
ら
襟
裳
を
経
由
し

て
択
捉
ま

で

の
警
備
を
徳
川
幕
府

か
ら
下
命

さ
れ

て
お
り
、
そ

の
拠
点
と
し

て
１１
老

に

陣
曝

を
設

営

し

て

い
ま

し

た

の
で
、

久
蔵

は
仙
台
議

士

の
家
来
と

し

て
往

来
が
可
能
だ

っ
た
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
明
治
時
氏

に
な

つ
た
明
治

二

（
一
人
六
九
）
年

二
月
、
久

蔵

は

主
人

の
片
倉

に
暖
乞

い
を

し
、
日
本

最
北

の
土
地

に
永
住

の
決
意
を

し
ま

す
。
江

戸
時
代

の
農
民
は
先
疑
伝
来

の
ｔ
地

に
定

着
し

て
農
業
を
す

る

の

が

一
般

で
す

が
、
久
蔵
は
次
男

で
あ

つ
た
と
と
も

に
、
全
国

で
江
戸

か
ら

明
治

へ
激
変
す
る
社
会
を
観
察
し
、

新
生
の
時
代
を
未
開
の
上
地
で
活
躍

し
た
い
と
い
う
意
欲
を
餃
成
し
て
き

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
，
そ
こ
で
翌

年
四
月
に
本
籍
を
勇
払
郡
苫
小
牧
に

移
動
し
、　
一
１１１
．帰
郷
す
る
も
の
の
数

日
で
帰
還
し
ま
す
．

何
度
も
滞
在
し
て
馴
染
み
の
あ
っ

た
伊
達
藩
の
白
老
陣
量
に
程
近
い
と

い
う
こ
と
で
入
積
の
上
地
を
選
定
し

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
残
念
な

こ
と
に
土
地
は
農
業
の
適
地
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
久
蔵
は
す
で
に

四
二
歳
に
な

っ
て
い
ま
し
た
が
、　
一

術
を
必
死
で
調
査
し
、
二
五
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
北
側
の
千
歳
郡
島
松
府
に
肥

沃
な
適
地
を
発
見
し
、
ｔ
地
や
家
財

す
べ
て
を
養
子
の
平
三
郎
に
譲
渡
し
、

明
治
四

（
一
人
七

一
）
年
二
月
に
夫

婦
と
幼
児
の
三
人
は
わ
ず
か
な
家
具

や
農
共
と
と
も
に
島
松
に
移
動
し
ま

す
。島

松
で
樋
作
に
成
功

島
松
は
札
幌
と
千
歳
の
中
間
に
あ

り
、
現
在
で
も
札
幌
ま
で
鉄
通
に
よ

り
■
０
分
弱
で
到
達
で
き
る
便
利
な

場
所
で
す
が
、
久
蔵
が
人
植
し
た
翌

年
か
ら
は
、
ケ
プ
ロ
ン
が
提
案
し
た

室
蘭
か
ら
島
松
ま
で
の
札
幌
本
連
の

工
事
が
開
始
さ
れ
、
さ
ら
に
明
治
六

（
一
人
ｔ
三
）
年
に
は
島
機
か
ら
札

幌
ま
で
の
道
路
も
開
遷
す
る
と
い
う

重
要
な
拠
点
で
し
た
、^
そ
の
た
め
進

路
工
事
の
Ｉ
夫
な
ど
が
全
国
か
ら
到

来
し
て
お
り
、
宿
奔
や
商
店
も
建
設

さ
れ
、
無
人
の
原
彎
に
単
独
入
植
し

た
と
い
う
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

図lW・ S・クラーク(1826‐86)

図2H・ ケプロン (180485)
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移
住
し
た
明
治
四

（
一
人
七

一
）

年
に
は
約
六
〇
〇
０
坪
の
畑
地
を
開

墾
し
、
雑
穀
人
○
俵
余
の
収
穫
を
実

現
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
期

に
函
館
か
ら
札
幌
ま
で
の
札
幌
本
道

が
開
通
し
た
た
め
に
北
海
道
開
発
責

任
者
の
島
義
勇
開
拓
判
官
が
島
松
に

立
寄

っ
た
と
き
に
久
蔵
に
面
会
し
、

久
蔵
の
努
力
を
賞
賛
し
て
今
後
も
精

励
す
る
よ
う
に
と

一
人
扶
持
を
下
賜

す
る
下
命
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
よ
う
な
恩
恵
に
よ
っ
て
自
助
の

精
神
が
弱
体
に
な
る
と
懸
念
し
、
辞

退
し
た
と
い
う
逸
話
が
伝
承
さ
れ
て

い
ま
す
。

雑
穀
の
生
産
が
安
定
し
た
た
め
、

久
蔵
は
い
よ
い
よ
本
命
の
稲
作

へ
の

挑
戦
を
開
始
し
ま
す
。
隣
接
す
る
札

幌
郡
月
寒
村
に
水
田

一
反
を
開
墾
し
、

道
内
の
水
田
発
祥
之
地
で
あ
る
渡
島

国
大
野
村
か
ら
赤
毛
の
種
籾
を
購
入

し
て
栽
培
し
、
見
事
に
二
石
三
十
を

収
穫
し
ま
す
。
久
蔵
が
賞
賛
さ
れ
る

の
は
、
こ
の
貴
重
な
収
穫
を
独
占
す

る
の
で
は
な
く
、
周
辺
の
農
家

の

「
有
志
の
諸
氏
に
分
配
」
し
た
度
量

で
す
。
こ
の
行
為
に
つ
い
て
開
拓
使

大
判
官
の
松
本
十
郎
が
賞
贅
し
、
さ

ら
に
勉
励
す
る
よ
う
に
激
励
し
て
い

ま
す
。
前
述
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
か
ら

ケ
プ
ロ
ン
に
同
行
し
て
き
た
技
師
ア

ン
チ
セ
ル
が
石
狩
平
野
を
調
査
し
た

と
き
、
河
川
か
ら
の
引
水
の
水
温
が

寒
冷
す
ぎ
て
、
市
代
で
の
育
蘭
が
で

き
な
い
と
い
う
見
解
で
し
た
。
そ
こ

で
対
策
と
し
て
、
種
籾
は
道
産
を
使

用
し
、
寒
冷
な
北
風
の
防
風
対
策
と

し
て
苗
代
の
周
囲
に
土
塁
を
構
築
し
、

引
水
の
た
め
の
水
路
は
ジ
グ
ザ
グ
に

し
て
日
射
で
水
温
が
上
昇
す
る
よ
う

に
し
、
場
合
に
よ
つ
て
は
風
呂
の
温

水
を
注
入
す
る
な
ど
の
勢
力
を
し
て

成
功
さ
せ
た
の
で
す
。

そ
れ
以
後
、
紆
余
曲
折
は
あ
る
も

の
の
、
毎
年
、
反
当
た
り
二
石
以
上

の
収
穫
が
あ
り
順
調
で
し
た
が
、
明

治

一
五
年
代
中
頃
に
は
ゼ
ロ
に
な
っ

て
い
る
時
期
が
あ
り
ま
す

（図
３
）．

こ
れ
は
異
常
に
繁
殖
し
た
バ
ッ
タ
の

襲
来
に
よ
る
も
の
で
し
た
。
Ｐ

・
バ

ッ
ク
の

『大
地
』
に
描
写
さ
れ
た
中

国
の
被
害
ほ
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

天
候
は
順
調
で
あ

っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
収
穫
が
皆
無
に
な
る
と
い
う

虫
害
の
恐
怖
を
証
明
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
以
後
も
何
度
か

一
石
以
下
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
天
候
不
順
の
影
響

で
す
。

鶴
簿
と
と
も
に

権
会
貢
献
鍾
違
進

そ
の
よ
う
な
必
至
の
努
力
を
し
な

が
ら
、
水
田
の
拡
大
、
品
種
の
改
良

を
推
進
し
、
久
蔵
は
明
治

一
０

（
一

人
七
七
）
年
に
東
京
の
上
野
公
園
で

開
催
さ
れ
た

「
第

一
国
内
国
勧
棄
博

覧
会
」
に
自
作
の
北
海
道
産
の
コ
メ

を
出
品
し
た
と

こ
ろ
、
主
催

し
た
初

代
内
務
卿
大
久
保
利
通

か
ら
褒
章
を

授
与

さ
れ
る
と

い
う
快
挙
と
な
り
ま

す
．

こ
の
よ
う
な
久
蔵

の
活
躍

に
よ

り
、
稲
作
を
推
奨

し

て
こ
な

か

つ
た

北
海
道

開
拓
使
も
明
治

一
九

（
一
人

人
六

）
年

に
北
海
道
庁

に
組
織
変
更

さ
れ

る
時
期

か
ら
方

針
を
変
更
し
ま

す
。明

治

二
五

（
一
人
九

二
）
年

に
第

四
代
北
海
道
長
官

に
就
任
し
た
北
垣

国
道

は
、
東
京
農
業
大
学
教
授

で
稲

作

の
権
成

で
あ

っ
た
洒
匂
常
明
を

北

海
道
庁

財
務
部
長

に
招
聘
し
、
道
庁

の
施
策
と
し

て
稲
作

を
推
進
す

る

こ

と

に
し
ま
し
た
。
そ
し

て
す

で
に
稲

作

の
名
人
と
し

て
名
声
を
推
得
し

て

い
た
久
歳

は
道
庁

嘱
託

に
任
命

さ
れ
、

道
内
各
地

で
営
農
指
導

に
速
進
し
ま

す
。
そ

の
結

果
、
酒
匂

部
長
が
赴
任

し
た
明
治

二
五
年

に
は

二
四
〇
０

ヘ

ク
タ
ー

ル
で
あ

つ
た
水

田
は

一
０
年

後

に
六
倍
以
上
に
拡
大
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う

に
久
蔵

は
北
海
道
内

の

稲
作

の
技

術
開
発
と
普
及
拡
大

に
多

人

の
貢
献

を
す

る
と
と
も

に
、
現
在

で

い
う
社
会
貢
献

に
も
熱
心

で
し
た
。

稲
作
を
開
始

し
た
最
初

の
二
石
三
斗

の
収
穫

さ
え
周
辺

の
農
家

に
配
布

し

て

い
ま
し
た
し
、

バ

ッ
タ

の
被
害

に

よ

っ
て
収
確

が
ゼ

ロ
で
あ

つ
た
明
治

一
五
年
と

一
六
年
、
さ
ら

に
天
候

不

順

で
反
当
り
収
穫

が
例
年

の
三
割

し

か
な

い
翌
年
も
種
初

の
無
料
額
布

を

し

て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
日
本
人
魂

の
基
盤

で
あ

る
稲
作
を
新
開

の
大
地

に
定
着
さ
せ
た

い
執
念

で
し
た
。

久
蔵

の
社
会

貢
献

は
農
業
分
野
だ

け

で
は
あ
り
ま

せ
ん

で
し
た
。
前
述

の
よ
う

に
明
治
六

（
一
人
七
三
）
午

に
痢
館
か
ら
札
軽
ま
で
札
幌
本
適

（現
在
の
国
連
三
六
号
繰
）
が
開
通

し
、
そ
の
途
中
に
あ
る
島
松
に
は
駅

近
所
が
設
営
さ
れ
ま
し
た
．
江
戸
時

代
の
街
道
に
設
営
さ
れ
た
市
場
と
同

様
、
駅
今
と
人
馬
を
用
意
し
て
旅
人

に
宿
泊
と
輸
送
の
使
宜
を
供
与
し
た

施
設
で
す
、
こ
の
施
設
を
、
明
治

一

七

（
一
人
人
四
）
年
の
儘
作
の
凶
作

の
時
期
か
ら
駅
通
取
扱
人
と
し
て
選

管
し
て
い
た
の
が
久
蔵
だ
つ
た
の
で

す
。明
治
時
代
の
関
面
に
よ
り

一
〇
〇

坪
程
度
の
本
造
平
屋
の
建
物
が
復
元

さ
れ
、
「
旧
島
松
駅
近
所
」
と
し
て

史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す

（
図

４
）。
こ
こ
は
札
幌
農
学
校
の
初
代

教
頭
ク
ラ
ー
ク
が
人
ヶ
月
の
札
幌
滞

在
を
終
了
し
て
明
治
九

（
一
人
ｔ
七
）

年
に
帰
国
す
る
と
き
に

「
ポ
ー
イ
ズ
・

ビ
ー

・
ア
ン
ピ
シ
ヤ
ス
」
の
言
葉
ど

と
も
に
見
送
り
に
き
た
生
徒
と
別
離

し
た
場
所
で
、
そ
の
記
念
の
石
碑

（図
５
）
が
あ
り
ま
す
が
、
久
蔵
の

功
績
を
顕
彰
す
る
寒
地
稲
作
発
祥
の

記
念
石
碑

（図
６
）
も
設
立
さ
れ
て

い
一エ
エ，
．

北
海
道
は
国
上
の
約
二
〓
％
の
画

積
で
す
が
、
畑
地
は
全
調
の
約
閣
五

％
と
い
う
広
大
な
面
積
を
占
有
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
小
麦
の
生
産

は
陽
本
の
約
六
六
％
、
大
豆
が
約
二

五
％
、
綺
麦
が
約
四
二
％
、
ジ
ャ
ガ

イ
モ
が
約
七
八
％
と
い
う
農
業
大
国

で
す
。
し
か
し
、
明
治
初
期
に
は
戒

図
６

寒
地
稲
作
発
祥
の
碑

培
を
否
定

さ
れ

て

い
た

コ
メ
に

つ

い

て
さ

え

全

国

二
位

の
七

ｏ●
を

生

産

す

る
稲
作

大
国

に
な

っ
て

い
る

の
は
、

約

一
五
０
年
前

に
強
烈
な
情
熱

に
よ

っ
て
都
作
を
開
始
す

る
と
と
も

に
普

及

に
貢
献

し

て
き
た
中

山
久
蔵

の
功

績

で
す
．
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郡
司
美
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「
興
農
富
村
の

研
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代
日
本
の
稲
作
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ぐ
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農
民
の
営
み
」
（刀
水
書
房
ご

一〇

一
一

一北
広
島
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こ
れ
ま
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

・
グ
ラ
フ
ィ

ッ
ク
ス
、
人
工
知
能
、
仮
想
現
実
、
メ

デ
ィ
ア
政
策
な
ど
を
研
究
。
全
国
各
地

で
カ
ヌ
ー
と
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ

ー
を
し
な
が
ら
、
知
床
半
島
塾
、
羊
蹄

山
麓
塾
、
釧
路
湿
原
塾
、
自
馬
仰
山
塾
、

宮
川
清
流
塾
、
瀬
戸
内
海
塾
な
ど
を
主

宰
し
、
地
域
の
有
志
と
と
も
に
環
境
保

護
や
地
域
計
画
に
取
り
組
む
。
主
要
著

書
に

一日
本
　
百
年
の
転
換
戦
略
」
（講

談
社
）
、
「縮
小
文
明
の
展
望
』
（東
京

大
学
出
版
会
）、
一地
球
共
生
」
（講
談

社
）、
『地
球
の
救
い
方
』
、
『水
の
話
』
（遊

行
社
）、
一１
０
０
年
先
を
読
む
』
（モ

ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
）、
『先
住
民
族
の
叡

智
』
（遊
行
社
）、
『誰
も
言
わ
な
か
っ

た
―
本
当
は
恐
い
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
サ

イ
バ
ー
戦
争
の
カ
ラ
ク
リ
」
（ア
ス
コ

ム
）
、
「日
本
が
世
界
地
図
か
ら
消
滅
し

な
い
た
め
の
戦
略
』
（致
知
出
版
社
）
、

『幸
福
実
感
社
会
へ
の
転
進
』
（モ
ラ

ロ
ジ
ー
研
究
所
）な
ど
。
最
新
刊
は
『転

換
日
本

地
域
創
成
の
展
望
』
（東
京
大

学
出
版
会
）。
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旧
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逓
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図
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ク
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ク
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士
記
念
碑

図3中山久蔵の稲作成績 (石 /反 )
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◎
当
事
者
の
た
め
の
「第
二
の
選
択
肢
」

原
発
事
故
後
の

子
ど
も
保
養
支
援

―

「避
難
」
と

「復
興
」
と
と
も
に

三 撃:鶴'|
●

疋

田
香

澄

著

保
養
支
援
の
現
場
に
十
一

ち
続
け
て
き
た
著
者
が

間
う
、
日
本
社
会
の
現

実
と
そ
の
未
来
。
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新
し
く
て
、絶
妙
、

深
～
い
、使
え
る
言
葉
！

言
葉
が
増
え
る
と

人
生
が
豊
か
に
な
る
！

「的
餞
た
る
花

〓
懐
郷
の
情
を
そ
そ
る
Ｌ
生
中

手
に
入
る
と
Ｌ
糖
衣
を
脱
い
だ
地
声

一　
芥
用
、

１１１
端
な
ど
の
知
性
あ
ふ
れ
る
語
彙
で
、
教
養
と

表
現
力
を
ア

ッ
プ
！
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国
家
主
導
の
地
方
創
生
か
ら
地
域
主
導
の
地
域
創
成
へ
。

政
府
の
規
制
に
関
係
な
く
、
ま
た
政
府
の
補
助
に
も
依
存
せ
ず
、

独
自
の
発
想
で
地
域
を
元
気
に
し
て
き
た
１６
の
成
功
事
例
を
紹
介
。

環
境
保
護
や
地
域
計
画
に
取
り
組
み
、
現
地
に
赴
い
て
取
材
を
重

ね
て
き
た
著
者
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
と
現
場
の
声
を
重
ね
、
地

域
か
ら
日
本
を
変
革
す
る
方
策
を
提
言
す
る
。

０
見
慣
れ
た
も
の
を
宝
物
に
変
え
た

「
い
ろ
ど
り
」
０
人
口

一
人
の
集
落
か

ら
蘇
生
し
た

、小
原
集
落
」
０
若
手
の

育
成
に
よ
っ
て
躍
進
し
た

「鹿
渡
島
定

置
」
●
Ｂ
級
グ
ル
メ
の
ヤ
キ
ン
バ
を
地

域
の
プ
ラ
ン
ド
品
に
発
展
さ
せ
た

「富

士
宮
市
」
―
ほ
か
全
１６
例
を
紹
介
．

四
六
判
　
２
０
０
頁
　

本
体
２
６
０
０
円

十
税


